
 

第１６章 九州本部協賛団体会員規定 
 

この規定は「地域組織の設置運営に関する規則」 

第 14 条、並びに「九州本部の運営における個別事項に関する手引き」第 2 章により九州管

内の法人団体から協賛金を募るものである。 

（参加申し込み手続き） 

第 16 の１条 九州本部協賛団体会員になるには、別記様式 1 号の協賛団体会員入会申込書

を、九州本部長に提出し、本部役員会の承認を受けなければならない。また申込書記載事

項に変更があった場合速やかに九州本部長に届けなければならない。この場合九州本部

長は、入会申し込みのあったことを県支部長に報告するものとする。 

（会員証の発行） 

第 16 の２条 前条で入会申しこみ手続きを終了した場合、九州本部長は、別記様式２号の

会員証を発行するもとする。 

（協賛金の金額） 

第 16 の 3 条 協賛金の金額は、年間１口 2 万円とする。 

（納付の方法） 

第 16 の 4 条 納付に当たっては、九州本部事務局から送付する別記様式 3 号請求書によっ

て、毎年度当初支払うものとする。 

（協賛団体会員名簿） 

第 16 の 5 条 九州本部は、協賛団体会員の資格を得た者を協賛団体会員名簿に登録して管

理する。なお退会、取り消しのあった場合は削除するものとする。 

（退会届け） 

第 16 の 6 条 協賛団体会員は、退会しようとするときは、別記様式４号の協賛団体会員退

会届出書を本部長に提出しなければならない。退会届があった場合、九州本部長は九州本

部役員会及び県支部長に報告するものとする。 

（協賛団体会員の取り消し） 

第 16 の 7 条 会員が次の各号に該当する場合は、九州本部役員会の決議を得て、協賛団体

会員の資格を取り消すことができるものとする。その場合納付された協賛金は返却しな

い。 

（１） 協賛団体会員が引き続き２年にわたり会費を納めないとき。 

（２） 協賛団体会員に、日本技術士会又は九州本部の秩序又は信用を害する等好ましくな

い行為があった場合。 

（協賛団体会員の扱い） 

第 16 の 8 条 協賛団体会員の扱いは次の各号のとおりとする。 

（１） 協賛団体会員の代表又はその代理のものは、九州本部年次大会に出席し意見を述べ



ることが出来る。 

（２） 協賛団体会員は、九州本部発行「技術士便り・九州」の配布を受けることが出来る。 

（３） 協賛団体会員は、九州本部が主催するＣＰＤ（5 月、7 月、10 月、2 月）に協賛

金 1 口当り 1 名（日本技術士会会員以外の技術士または技術士補）の無料参加が可能

とし、２名以上については、社員は、会員価格で参加できる。参加にあたっては、協

賛団体会員を確認できる社員証等を提示しなければならない。 

県支部が実施するＣＰＤについては、協賛会社の社員は会員価格で参加できる。対

象とするＣＰＤは、主催者の判断とする。（但し、支部規約に定めのある場合は、支

部規約による） 

協賛会社社員のオンライン参加にあたっては、会員と同様の条件に合意することを

条件とする。 

（４） 協賛団体会員各社は、九州本部みどり部会、建設部会、環境部会、ものづくり部会

の長に所属を申し出て部会活動に参加することができる。ただし協賛団体会員の部

会参加者については、旅費交通費は各社の自弁とする。 

（５） 協賛団体会員各社から部会所属の申し込があった場合、各部会長は、九州本部長の

承認を得るものとする。 

 



別記様式 1 号 

 

公益社団法人 日本技術士会九州本部長  殿 

 
申込年月日  20○○年 ○月 ○日 

       企業名（団体名） 

代表者氏名         印 

 

公益社団法人日本技術士会九州本部 

協賛団体会員入会申込書 

 
 
当社（法人）は、公益社団法人日本技術士会の活動に賛同し、九州本部協賛団体会員に加入

することを申し込みます。入会後は、技術士法及び公益社団法人日本技術士会の定める諸規

定に従い行動します。 

 

記 

 

企業（法人）名： 

 

事業内容（20 文字程度）： 

 

代表者氏名： 

 

〒・企業（法人）住所： 

 

電話・ＦＡＸ： 

 

メールアドレス： 

 

連絡担当者名： 

 

 

 

 

 



別記様式２号 

 

協賛団体会員登録証 

 

九州本部協賛団体会員登録番号 九州本部所属 第  号 

企業名 

代表者氏名  

 

20○○年 ○月 ○日九州本部協賛団体会員入会申込書を、受理し協賛団体会員名簿に登

録しました。 

ここに「地域組織の設置運営に関する規則」第 14 条による九州本部協賛団体会員である

ことを証します。 

なお、貴協賛団体会員は次の特典を与えられましたので活用して下さい。 

（１） 協賛団体会員の代表又はその代理のものは、九州本部年次大会に出席し意見を述べ

ることが出来る。 

（２） 協賛団体会員は、九州本部発行「技術士便り・九州」の配布を受けることが出来る。 

（３） 協賛団体会員は、九州本部が主催するＣＰＤ（5 月、7 月、10 月、2 月）に協賛金

1 口当り 1 名(日本技術士会会員以外の技術士または技術士補）の無料参加が可能と

し、２名以上については、社員は、会員価格で参加できる。参加にあたっては、協賛

団体会員を確認できる社員証等を提示しなければならない。 

県支部が実施するＣＰＤについては、協賛会社の社員は会員価格で参加できる。

対象とするＣＰＤは、主催者の判断とする。 

協賛会社社員のオンライン参加にあたっては、会員と同様の条件に合意すること

を条件とする。 

（４） 協賛団体会員各社は、九州本部みどり部会、建設部会、環境部会、ものづくり部会

の長に所属を申し出て部会活動に参加することができる。ただし協賛団体会員の部

会参加者については、旅費交通費は各社の自弁とする。 

（５） 協賛団体会員各社から部会所属の申し込があった場合、各部会長は、九州本部長の

承認を得るものとする。 

20○○年 ○月 ○日 

公益社団法人 日本技術士会 

九州本部長     印 



別記様式３号 

20○○年 ○月 ○日 

 

協賛団体会員会費請求書 

 

 

協賛団体会員企業名 

連絡担当者             

          様 
 

 

                    公益社団法人日本技術士会 

                     九州本部長    印 

 

 

下記の通り会費納入をご請求申し上げます。 

 

 

請求額  ￥       円 

（ただし 20○○年度 協賛団体会員年会費として） 

 

振込先 同封の「郵便振替払込用紙」でお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式４号 

 

公益社団法人 日本技術士会九州本部長  

            殿 
 

退会届月日 20○○年 ○月 ○日 

協賛団体会員企業名（団体名）    

代表者氏名       印 

 

協賛団体会員退会届けについて（報告） 

 
 

当社（法人）は、都合により公益社団法人日本技術士会の九州本部協賛団体会員

を退会したく届出書を提出します。 
 

 


